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注認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムの内容について第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

(宛先）京都府知事様 年月日

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）
〒617-0833

京都府長岡京市神足落述l番地

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

京都有機質資源株式会社
代表取締役安田奉春

環境マネジメン卜 :／ ス フ戸 ムの名称
IＳＯｌ４００１ 

適用範囲
京都有機質資源㈱、安田産業㈱統括管理本部他12箇所

導入年月日 2004年１月２１日

認証番号
EMS7９１１１ 

基本方針

汚染予防、環境保全、資源有効利用に努める

マネジメントシステムを構築し継続的な改善に努める
環境に関する法律、条令等を遵守する

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくための目標（以下「目
標」という ○ ） 

環境負荷のなかでも二酸化炭素の排出量を抑えることを目標とする。ただし排出量は原料
処理量に比例して増減するので二酸化炭素排出量（ｔ）／原料処理量（ｔ）を原単位と
し、原単位の減少を目標とする。平成19年度原単位0.220ｔ／ｔを平成22年度には0.199ｔ
／ｔとする目標を設定した（9.5％減） Ｃ 

目標を達成するための取組の内容

平成１７年から19年においてボイラー等の設備を更新し、重油に廃植物油を混合して燃料と
して使用し、重油の使用量を原料することにより、二酸化炭素の発生を抑えることに取り
組んできました。平成20年以降は廃植物油の混合割合を増やすことによってさらに二酸化
炭素発生量の削減を目指しました。

目標を達成するための取組の造捗状況

平成19年度から22年度においては、原単位ベースで、目標値9.5％減にたいし、実績値
8.2％減となっており、目標を少し下回りました。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対する評価

上記内容を分析したところ、重油由来の二酸化炭素は目標以上に減少しましたが、処理量
の増加により電気便用量由来の二酸化炭素の発生量がかなり増加したことが、目標を達成
できなかった原因でした。これからは節電対策を検討する必要があると,思われます。

事業活動に係る法令の遵守の状況

関連法規の遵守状況は内部監査を１回／3ヶ月、外部審査を１回／1年おこなっており、侍に
違反、指摘等はありません。

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

先述したとおり、重油削減による二酸化炭素排出削減は一定の効果をあげていますので、
引き続き取り組むこととします。見直しが必要な部分は電気便用量が最も大きな要素を占
めていると思われますので、高効率モーターの導入や、節電対応機器の導入等の計画を追
加する予定です。


